까망이와 까미

까망이와 까미는 목이 몹시 말랐어요. 까망이는 까미에게 비가 오기를 기다리지 말고 직접 물을 찾으러 가자고 말했어요. 이곳저곳을 빙빙 날아다니던 까망이와 까미는 마침내 물이 든 병을 발견했어요.
“물이다! 물이야! 우리가 물을 찾았어!”
까망이와 까미는 물을 마실 생각에 신이 났어요. 하지만 둘은 물을 마실 수 없었어요. 부리가 짧아 물에 닿지 않았거든요. 실망한 까미는 기운 없이 집으로 돌아갔어요.
“이렇게 포기할 수는 없어. 분명히 좋은 방법이 있을 거야.”
혼자 남은 까망이는 곰곰이 생각에 잠겼어요.
“그래! 이러면 되겠다!”
까망이는 작은 돌멩이를 하나씩 물어다 물병 속에 집어넣었어요. 
돌멩이가 들어가자 물이 쑥쑥 올라왔어요. 물은 곧 물병 입구까지 차올랐지요. 
“아, 정말 시원해. 이제 좀 살 것 같네.”

- [출처] 2022 개정 국어 교과서(3-1), ‘까망이와 까미’ 수정 발췌


















メスのカラスとオスのカラス

メスのカラスとオスのカラスは、とても喉が乾いていました。メスのカラスはオスのカラスに、雨が降るまで待つのではなく、水を探しに行こうと言いました。いろんなところを飛び回ったメスのカラスとオスのカラスは、ようやく水の入った瓶を探しました。
「水だ！水だ！俺たちが水を探したぞ！」
メスのカラスとオスのカラスは、水を飲めることに舞い上がりました。しかし、2匹は水を飲むことができませんでした。くちばしが短くて水に届かなかったのです。がっかりしたオスのカラスは、沈んだ気分で家に帰りました。
「このまま諦めることはできない。何か良い方法があるはずだ。」
1匹だけ残ったメスのカラスは、悩みました。
「そうだ！そうすれば良いんだ！」
メスのカラスは、小さい石ころを1つずつくちばしで挟んで水の入った瓶に入れました。
石ころが入ると水がどんどん上がってきました。水は、すぐさま瓶の先まで上がってきました。「あー、気持ち良いな。生き返る。」


(出処)2022 改定国語教科書(3-1)、「メスのカラスとオスのカラス」修正抜粋

